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佐世保駅前  ⇒  京町9:49 平戸往還（峰坂町）　矢峰行き（大野・日野方面）
▼

京町  ⇒  福石観音前10:36 福石観音 ⇒ 羅漢窟　木場入口行き（黒髪・天神方面）
▼

福石観音前  ⇒  大宮町11:16 東山海軍墓地（昼食）　下原橋行き（黒髪・天神方面）
▼

大宮町  ⇒  島瀬町12:20 島瀬美術センター　大野行き（矢峰・日野方面）
▼

島瀬町  ⇒  弓張岳展望台12:57 弓張岳展望台　弓張岳展望台行き
▼

弓張岳展望台  ⇒  宮田町13:32 ▼　佐世保駅前行き
▼

宮田町  ⇒  堺木13:57 堺木減圧井 ⇒ 眼鏡岩　矢峰行き（大野方面）
▼

堺木  ⇒  谷郷町15:04 相神浦筋郡代役所跡　東浜行き（佐世保駅前方面）
▼
▼

　　額（徒歩）
松浦町国際通り  ⇒  鹿子前桟橋15:37 九十九島（パールクィーン）　快速・鹿子前桟橋行き

▼
鹿子前桟橋  ⇒  元町17:05 市民文化ホール　SSK経由佐世保駅前行き

▼
元町  ⇒  佐世保駅前17:37 佐世保駅前　佐世保駅前行き

※交通事情によりバスの時刻は前後することがあります。

歴史散歩モデルコース①バス時刻表（土・日曜、祝日版）
【乗車バス停⇒下車バス停】

市営バス1日乗車券

総合グラウンドプール開場期間中は、
1日乗車券の利用範囲が総合グラウ
ンドプールまで拡大し、プール入場
料の割引特典などもついています。

実施期間　6月22日（日）～8月31日（日）
運　　賃　中学生以上500円、小学生250円
販 売 所　駅前バスセンター、島瀬定期券売場、黒
　　　　　髪営業所、矢峰営業所、佐世保観光情報
　　　　　センター、市営バス車内
割引特典　えぼしスポーツの里（施設利用料）、亜熱
　　　　　帯動植物園（入園料）、西海パールシーセ
　　　　　ンター（入館料）、九十九島遊覧船（乗船
　　　　　料）、総合グラウンドプール（入場料）
冗交通局業務課　緯25-5111

　「
一
日
乗
車
券
」
で
利
用
で
き
る
大
宮
町
～

堺
木
、
大
宮
町
～
鹿
子
前
桟
橋
、
大
宮
町
～
烏

帽
子
岳
、
大
宮
町
～
石
岳
動
植
物
園
、
大
宮
町

～
弓
張
岳
展
望
台
の
沿
線
に
残
る
、
佐
世
保
の

歴
史
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　「
佐
世
保
」と
い
え
ば
、
市
の
発
展
の
き
っ
か

け
と
も
な
っ
た
佐
世
保
港
と
そ
こ
か
ら
北
に

広
が
る
九
十
九
島
の
島
々
。
こ
の
二
つ
を
望

む
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
「
弓
張
岳
展
望
台
」

で
す
。
鹿
子
前
桟
橋
か
ら
遊
覧
船
「
パ
ー
ル

ク
ィ
ー
ン
」
に
乗
り
込
み
、
間
近
に
見
る
九
十

九
島
は
、
展
望
台
か
ら
と
は
ま
た
違
っ
た
景
色

が
広
が
り
ま
す
。

　
佐
世
保
鎮
守
府
の
関
連
施
設
は
今
も
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。
近
代
化
遺
産
と
し
て
知
ら

れ
る
「
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
旧
鎮
守
府
 凱
  旋
 記

が
い
 せ
ん

念
館
）」
と
、
佐
世
保
重
工
業
樵
（
S
S
K
）

に
残
る
「
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
・
カ
ン
チ
レ
バ
ー
・

ク
レ
ー
ン
（
二
百
五
十

瞬
ク
レ
ー
ン
）」「
赤
レ

ン
ガ
倉
庫
群
」は
、
今
な

お
現
役
で
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
鎮
守
府
開
庁
か
ら
太
平
洋
戦
争
終
結
ま
で

の
間
に
亡
く
な
っ
た
軍
人
が
祭
ら
れ
て
い
る

「
東
山
海
軍
墓
地
（
東
公
園
）」
と
、
今
は
使

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
「
堺
木
 減
  圧
  井
 」
は
、
鎮

げ
ん
 あ
つ
 せ
い

守
府
と
佐
世
保
の

関
係
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
場
所
で

す
。

　
鎮
守
府
開
庁
以
前
の
佐
世
保
の
歴
史
を
知

る
手
掛
か
り
は
そ
う
多
く
は
残
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
江
戸
時
代
に
は
「
平
戸
往
還
」
が
通
り
、

「
 相
神
浦
  筋
  郡
  代
 役
所
」
が
置
か
れ
て
い
ま
し

あ
い
こ
う
の
う
ら
 す
じ
 ぐ
ん
 だ
い

た
。
江
戸
時
代
の
終
わ
り
に
は
平
戸
往
還
沿

い
の
名
勝
地「
平
戸
八
景
」の
中
で
、「
眼
鏡
岩
」

と
「
 羅
  漢
  窟
 （
龍
神
洞
穴
）」
が
紹
介
さ
れ
て

ら
 
か
ん
 く
つ

い
ま
す
。
羅
漢
窟
の
そ
ば
の
「
福
石
観
音
」
に

は
、
奈
良
時
代
の
高
僧
・
 行
基
 が
開
帳
し
た
と

ぎ
よ
う
き

い
う
伝
説
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
二
万
年
以
上
も
さ
か
の
ぼ
っ
た
旧

石
器
時
代
に
も
佐
世
保
に
は
人
が
住
ん
で
い

た
こ
と
が
、
市
内

各
地
で
発
掘
さ
れ

た
遺
物（
島
瀬
美
術

セ
ン
タ
ー
に
展
示
）

か
ら
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。　

　
佐
世
保
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
歴
史
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
施
設
や
遺
跡
が
ま
だ
ま
だ

残
っ
て
い
ま
す
。
自
分
だ
け
の
「
歴
史
散
歩
」

コ
ー
ス
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
（
三
、
四
ペ
ー

ジ
に
佐
世
保
駅
前
発
着
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
と

時
刻
表
を
掲
載
）。

九州のバス時刻表
右のQRコードを使って携帯電話でバスの時刻
を調べることができます。ご利用ください。
 冗交通局業務課　緯25-5111

【モデルコース】

SSK250トンクレーン

豆粒文土器（泉福寺洞窟） 東山海軍墓地の
東郷平八郎像

特集「市営バスで歴史散歩!」
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佐
世
保
が
「
市
」
に
な
っ
て
こ
と
し
で
百
六
年
。

そ
の
は
る
か
昔
か
ら
人
々
は
こ
の
地
で
暮
ら
し
、

歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
佐
世
保
の
歴

史
を
皆
さ
ん
は
ど
の
く
ら
い
ご
存
知
で
す
か
？

　
世
界
最
古
（
約
一
万
二
千
年
前
）
と
言
わ
れ
て

い
る
「
 豆
  粒
  文
 土
器
」
が
出
土
し
、
他
市
に
類
を

と
う
 り
ゅ
う
 も
ん

見
な
い
多
く
の
洞
穴
遺
跡
が
あ
る
こ
と
。

　
平
安
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
に
「
 松
  浦
 党
」
と
呼

ま
つ
 
ら

ば
れ
る
武
士
集
団
が
現
れ
、
佐
世
保
の
地
を
支

配
し
た
こ
と
。

　
江
戸
時
代
に
平
戸
藩
主
が
参
勤
交
代
で
通
っ

た
「
平
戸
往
還
」
で
、
江
戸
ま
で
道
が
続
い
て
い

た
こ
と
。

　
明
治
時
代
に
鎮
守
府
の
設
置
が
決
ま
っ
た
こ

と
で
軍
港
を
中
心
に
都
市
が
発
達
し
、「
村
」
か

ら
一
気
に
「
市
」
に
な
っ
た
こ
と
。

　
終
戦
後
「
軍
港
」
か
ら
「
平
和
商
港
」
へ
と
歩

み
を
変
え
、
九
十
九
島
な
ど
が
西
海
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
―
な
ど
。

　
佐
世
保
の
ま
ち
に
は
多
く
の
歴
史
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
は
市
営
バ
ス
の
一
日
乗
車
券
を

使
っ
て
歴
史
の
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、
ち
ょ
っ

と
駆
け
足
で
ま
ち
を
行
く
「
も
う
ひ
と
つ
の
歴
史

散
歩
」
で
す
。
も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
家
族
や
友
達

と
一
緒
に
佐
世
保
の
ま
ち
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

特集

「平戸往還」峰坂町の急坂
「市民文化ホール」の階段

「弓張岳展望台」


